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2021年会員総会は、６月６日に会員１３名が参加しリモートで開催され、議題はすべて承認され
ました。来年は、通常に戻り一同集合して総会ができることを祈念します。会員の皆様よろしくお
願いします。以下に、議案書を掲載します。
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ネパール国内の遠隔農村部は、ウイルス感染者数やパンデミックそのものは落ち着いているとされ
ています。ただし、国内全域での経済活動の停滞によって、都市部に出稼ぎに出ていた人々が仕事を
失っている状況にあります。また、人・物資の往来、市場機能など停滞しており、農村社会は
COVID-19による社会的混乱の二次的な影響を受けている状況にあります。さらに、飢餓をはじめ、
自殺者や犯罪などが増加している傾向にあります。
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現在、事業地を含む遠隔農村のほぼすべてで、深刻な物資の不足が問題となっています。また感染
予防のためのマスク・石鹸・消毒液が入手できないことから、わずかな感染者からでも一気にウイル
スが蔓延するような危うい状況にあると言えます。さらに物価上昇により、多数の人々が最低限の食
料にも事欠く状況があり、今後も深刻化する可能性があります。農村部では、運搬費や移動費の上昇
により街からの物資の供給が滞り、かつ遠隔地からも市場にアクセスできない、いわば「孤立状態」
に陥っていると考えられます。
IHCでは今後、マスク・石鹸・消毒液などの物資の供給も含めて、できる限りの感染予防対策でIHCでは今後、マスク・石鹸・消毒液などの物資の供給も含めて、できる限りの感染予防対策で現
地をサポートしたいと考えています。また農業の近代化やローカルな農作物栽培を通じた収入機会の
向上のための技術指導にも、多くの要望がありました。コロナの収束の兆しが見えたとき現地を訪問
し、コロナ後の遠隔農村コミュニティの再興につとめたいと思います。
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11ページ「2020 年度予算実績対比表および 2021 年度予算(案)」を参照してください。
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会長　相馬　拓也
理事　栗田　康二　　布施　達治　　　佐久間　雅俊　　　竹迫　真美
監事　本田　新市
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務事 だより局
編集後記

IHCネパールのスタッフのルケシュさんが７月に新型コロナに罹患しました。
村でもポカラでも新型コロナが流行っています。
ネパールの罹患状況は、総数７４万人死者1万人で
日本より人口比では厳しい状況です。
ピークは５月に１日8000人が罹患しました。
会員の皆様も、くれぐれも自粛してお気をつけください。


